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本論第 1 編は 6 章からなり二酸化塩素を工業的有利に収得するためには塩素酸ナトリウムの還元に
よる方法が唯一のものでありかっ還元剤としては塩酸，亜硫酸およびメタノールのうち発生条件，安
全性および収率，純度などの経済性の見地から亜硫酸ガス法が最適であることを見出している。さら
に本法を用いて第 l 期および第 2期の中間試験を実施して全く新規な連続発生装置を完成している。
本論第 2 編は 5章からなりまず二酸化塩素を還元して亜塩素酸ナトリウムを製造するにあたり還元
剤として考えられる多くの試薬について実験を行ない従来全く発表されていないヨウ化物法を採用す
ることを決定しさらに中間試験を行ないヨウ素収支を明らかにするとともに全工程すなわち二酸化塩
素吸収工程，亜塩素酸ナトりウム精製工程およびヨウ素回収工程において経済性を検討し十分企業化
の可能なことを確認している。
本論文は従来開発されなかった二酸化塩素製造のための十分な基礎研究を行ないこれに基づいて中
間試験をへて新しい連続発生装置を開発したものである。
その成果は亜塩素酸ナト P ウム製造用プラントとして各所で工業的に実施されており技術導入され
た外国技術マチーソンプロセスに優ることが実証されている。
また二酸化塩素を原料とする亜塩素酸ナト P ウムの製造に関する研究では全く新らしいヨウ化物法
を見出しその反応過程を徹底的に追究しついで中間試験により全く新らしい亜塩素酸ナトリウムの製
造工程を確立している。この方法による工業プラントは我国各方面に設置されている。従って本論文
は博士論文として十分価値があるものと認める。
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